
まえがき

本書は，アジア経済研究所が２０１４年度から２年間かけて実施した「アジ

アにおける航空貨物と空港」研究会（主査・池上�）の成果である。日本貿

易振興機構アジア経済研究所では，国際物流に関する研究として，２００７年

に『東アジア物流新時代―グローバル化への対応と課題―』（アジ研選書

No．８）と２０１３年に『アジアにおける海上輸送と中韓台の港湾』（アジ研選書

No．３５）を上梓した。本書は，これらの成果につづくものである。

これらを出版してからもすでに１０年，４年が過ぎ，国際物流は世界経済

がますますグローバル化するなかで，大きく変化してきた。そのような状

況下で航空貨物に焦点を当てたのが本書である。航空機での輸送はヒトの

移動に大きな役割を果たしているが，モノの移動でも近年その役割は大き

くなりつつある。そのような現状認識のなか，アジアにおける航空貨物と

輸送の起点となる空港がどのような状況にあるのかを本書では考えている。

また，ASEAN共同体のうち，２０１５年１２月３１日にはASEAN経済共同体（ASEAN

Economic Community : AEC）が発足した。この発足によって，ASEAN域内

だけではなく，アジア域内すべてにおいて今後さらに域内貿易は発展し，

その貿易を支える国際物流の役割はますます大きくなっていくであろう。

その意味において，国際物流の一端を担う航空貨物に焦点を当てた本書は，

各国・地域の航空貨物輸送や空港を知るうえで役立つものであると信じて

いる。

本書は序章と８つの章から構成されている。本書では，国際航空貨物取

扱量で上位１０国際空港を擁するアジアの国・地域をとりあげるとともに，

ASEAN単一航空市場およびインテグレーターと呼ばれる国際航空物流企業

のアジア戦略についても検討している。詳細の議論は各章を読んでいただ

きたい。

最後に，研究会では多くの方の協力によって成り立っている。講師とし

てお呼びした玉城恒美（沖縄県），河田敦弥（国土交通省），菅原淳子（電気通
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信大学），嶋崎聡（株式会社 ANA Cargo），田中元樹（ヤマト運輸株式会社），小

倉重夫（成田国際空港株式会社），竹林幹雄（神戸大学大学院），瀧本哲也（株

式会社南海エクスプレス），�久子（公益財団法人環日本海経済研究所），木下達
雄（キノシタ・エビエーション・コンサルタンツ），渡辺均（日本貨物航空株式

会社）の各氏からは，非常に参考になる報告を聞くことができた（所属先は

報告時のもの）。また，園山玲子氏（インターモダル株式会社）が主宰する「ネッ

トワークの会」にも参加させていただき，この研究会の概要や委員からの

報告をさせていただいた。この会には航空貨物に従事している方々が参加

され，そこでいただいた話やコメントは研究会を実施するうえで大いに役

に立った。さらに，成田国際空港には研究会メンバー全員が，関西国際空

港や那覇空港には一部の研究会メンバーが見学する機会を得ることができ

た。空港はセキュリティの関係で制限区域が設定されており，簡単に見学

できない場所も多い。そのため，実際に航空貨物が取り扱われている区域

を見学できたことは非常に貴重な経験でもあった。

研究会メンバーは担当国・地域を中心に現地調査を実施し，その成果を

本書に取り込んでいる。現地調査を遂行するにあたっては，さまざまな方

の協力なくしてはなし得なかった。また，本書の出版の可否を決定する過

程では，検討者から有益なコメントを受けた。このコメントなしでは，読

者は本書の内容をより深く理解することはできなかったかもしれない。さ

らに，研究支援部出版企画編集課の井村進と石田静香の両氏にはこの本の

出版のために労をいとわずご協力をいただいた。そして，表紙には成田国

際空港株式会社からのご厚意で航空貨物地区の画像を提供していただいた。

これらの方々から頂戴したご支援とご協力に対して深く感謝を申し上げ

たい。そして，本書がアジアの航空貨物輸送やそれを担う空港の現状を知

る一助になれば，幸いである。

２０１６年１２月・台北にて

編 者
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